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　（１） 事業者名及び代表者名
株式会社カネカフード　　
代表取締役社長　　　　　八木　周三

　（２） 所在地
〒６５１-２２７１　兵庫県神戸市西区高塚台２丁目１１番地の１

　（３）代表者，環境管理責任者及び連絡先
１） 代表者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　  八木　周三
２） 環境管理責任者 　　　　　　　　　　   環境安全衛生課長　  荒田　修
３） 連絡先　電話 ： ０７８-９９７-３１０１（代表）　　ＦＡＸ ： ０７８-９９７-３１０４

　（４）事業内容

ヨーグルト/マーガリン/フィリング類/発酵乳/チーズ/不凍タンパク/ホイップクリームなど

　（５）事業年度
４月　　～　　３月

　（６）事業の規模
２０２０、２０２１、２０２２年度の実績

活動規模 単位

売上高 百万円

従業員 人

延べ床面積 ㎡

2020年 2021年 2022年

7,006 7,3836,192

175

9,044

170

9,044

172

9,044

１．会社概要
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更新日：

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標・環境活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しの実施
・環境活動レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境目標・環境活動計画書を確認
・環境活動の取り組み結果を代表者へ報告
・環境関連の職制に対する教育訓練の実施
・環境活動レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、環境安全衛生委員会（EA21推進委員会兼用）
　の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

部署責任者 ・自部署における環境経営システムの実施
・自部署における環境方針の周知
・自部署の従業員に対する環境関連の教育訓練の実施
・設備管理課長、環境安全衛生課長は専門分野の教育訓練の実施
・自部署に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部署の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、
　テスト、訓練を実施、記録の作成
・自部署の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

2023年6月14日

２．エコアクション２１実施体制&役割、責任、権限

生産技術部製造部品質保証部

環境管理責任者
（環境安全衛生課長）

代表者（社長）

環境事務局

環境安全衛生委員会

一
課

二
課

技
術

課

環境安全衛生課

設
備
管
理

品
質
検
査

品
質
管
理

包
装

生
産
管
理

課

【ＥＡ２１推移委員会兼用】

部署責任者
（部署部課長）

冷蔵庫
・ﾎﾞｲﾗｰ

･ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

・排水処理設備

･廃棄物保管

・地下水設備

管理部

管
理
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２０１９年度の二酸化炭素排出量、産業廃棄物排出量、水使用量の実績値を基準として
２０２２年度の環境目標を設定しました。

2019年
基準年度対比

29.4%減

547,816

103%

4,846,565

1,659,555

2019年度
基準年度対比

40.6%増

147.2

90%97% 85% 87%

二酸化炭素総排出量
(ｋｇ-CO2／年)

4,694,628 4,603,632 4,566,246 4,204,822 4,311,033

産
業
廃
棄
物

排
出
量

産業
廃棄物

（食品廃棄物量
等を除く）

ｋｇ/年

775,936 543,155

計画

2019年度 2022年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

2021年
基準年度対比

1.2%増

2021年
基準年度対比

0.13%減

2021年
基準年度対比

1.22%減

3,212,319 3,291,811 3,429,617

4,488,728

基準年比 98%

54.6 53.8

項　　目 単位
基準年度 今年度目標 今年度実績

3,603,010

145.4

1,379,954 1,415,071

45.6

2021年度

前年度

作成日  2023年6月14日

53.3

都市
ガス

ｋｇ-CO2／
製品1ｔ

104.7 139.2 150.4 149.0 147.0

2019年
基準年度対比

47.0%減

2019年
基準年度対比

38.4%減

2021年
基準年度対比

19.7%増

2021年
基準年度対比

17.9%増

2021年
基準年度対比

16.8%増

81.2 43.0 50.0

1,473,064

―

―
2019年

基準年度対比
43.8%減

二
酸
化
炭
素

排
出
量

電力

ｋｇ-CO2／
製品1ｔ

ｋWｈ/年

食品
廃棄物

ｋｇ/年

323,960 220,293 159,460

2019年
基準年度対比

33.0%増

2019年
基準年度対比

43.6%増

㎥-CO2／
年

1,185,807 1,577,123 1,537,093

6,447,415 3,417,130 3,580,280

2021年
基準年度比

12.0%減

157,865

433,782 420,769 408,146

￣

2019年
基準年度比

30.0%減

2019年
基準年度比

29.4%減

2021年
基準年度比

20.8%減

2021年
基準年度比

23.2%減

2021年
基準年度比

25.5%減

156,287 154,724

￣

2019年
基準年度比

32％減

2019年
基準年度比

31.2％減

2021年
基準年度比

32.0%減

2021年
基準年度比

35.4%減

2021年
基準年度比

38.6%減

2019年
基準年度対比

6.4%減

5.32

2019年
基準年度対比

31.2%減

222,850

447,198

760 800t以下 199 500t以下

水
使
用
量

使用量

㎥/製品１ｔ

5.68 5.23 4.97

㎥/年 143,534

￣

2019年
基準年度比

8.0%減

2019年
基準年度比

6.4%減

2021年
基準年度比

8.5%減

132,051 113,306

742

133,806

500t以下 500t以下

注１）・電力のＣＯ2換算係数は、０．３１８－ＣＯ2/kWh）とする。〔関西電力：２０１９年度〕調整後
　  ・都市ガスのＣＯ2換算係数は、 ２．２３（ｋｇ-ＣＯ2）とする。
　　　　  （環境省 算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧より）

4.87 4.77 4.68

111,041 108,820 106,644

化
学
物
質
使

用
量
削
減

フロン算定
漏洩量

t-CO2

2021年
基準年度比

10.3%減

３．環境目標とその実績
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①空調機器の高効率設備更新による電力削減。　

②環境安全衛生委員会と工程巡回で｢省エネ｣呼びかけ活動。

③カネカ太陽光発電余剰電力の託送を計画。

①バイブロボイラー設備の安定稼働と燃料油の安定確保。

②スチームトラップ定期点検の強化。（継続）

③蒸気洩れ箇所の抽出と計画的な修理の実施。

④工程巡回実施で｢省エネ｣呼びかけ活動。

①冬季排水処理安定化実現による脱水汚泥発生量の抑制。

②脱水汚泥の凝集剤見直しによる汚泥発生の削減。

③スカム廃油処理の安定化による廃棄物発生量を削減。

④廃棄物分別精度アップにより排出量を削減する。（有価率の底上げ）

①ミスオペ防止策実施及び品質管理の強化で製品廃棄を削減する。

②製造工程の歩留まりUP(AM7)による廃棄量を削減する。

③ヨーグルト生産のスケールダウンによる廃棄ロス削減を計画する。

➃廃棄物業者開拓による焼却品の再資源化に繋げる。

①排水処理水の再生水設備を安定稼働させ、条件の基準化行う。

②プロセス自動洗浄の洗浄方法を見直し水使用量を削減する。

③冷却塔冷却水への再生水利用拡大を図る。

④井水取水設備の管理強化による取水能力改善を図る。

①フロン点検周期見直し（日々の点検強化と、異常個所の早期修理）。

②フロン充填量の管理（冷却度合いを確認しながらの充填量調整）。

③フロン漏洩量の把握（フロン漏洩量を適時報告により上限管理する）。

①AM7品ピローフィルム余剰ピッチ短縮化を図る。

②斗缶P・Pバンド梱包資材使用廃止検討する。

１）二酸化炭素
　　排出量削減

①電力消費削減

②都市ガス（蒸気）
使用量削減

２）-1産業廃棄物削減
　　 （食品廃棄物量等を除く）

発生の削減

２）-2食品廃棄物削減
発生量の抑制

取組み項目 活動計画の主手段

３）水使用量削減 使用量削減

４）化学物質使用量の削減 使用量削減

５）環境に配慮した製品提供
環境負荷削減

４．主要な環境活動計画の内容

5．環境活動の取組結果と評価7 / 15



kg-CO2/kWh

今年度の省エネ活動は主に以下に取り組んだ。

◇電力・都市ガス使用量削減取り組みに於いては以下を推進。
　①全部署で省エネに関連した改善に取り組み「地道な省エネ活動」を継続。
　②電力、ガス使用バランス調整を行い、コージェネ設備の効率稼働による熱回収率向上を図った。
　③空調機器の高効率設備へ更新。（GHP、吸収冷温水機）
　➃カネカ太陽光発電余剰電力自己託送による非化石エネルギーの使用推進。
　⑤バイプロボイラー安定稼働、廃油抽出によるエネルギー資源循環利用の推進。
　結果、省エネ法対前年原単位1.0％以上削減目標に取り組むものの、生産量10%減産の影響を受け、
　原単位評価にて8.6％悪化し未達成となった。

◇産業廃棄物排出量は、産業廃棄物（食品廃棄物等を除く）、食品廃棄物共に地道な改善活動の成果で
大幅な排出量抑制に繋げ、産業廃棄物発生量は年間1,000t以下を継続している。
　また、食品リサイクル率は99.4％を達成している。

◇水使用量は、生産ライン洗浄方法見直しによる使用量削減及び冬場の排水処理安定化による再利用水
安定造水で、水使用量削減に繋げ自社目標を達成した。

◇フロン算定漏洩量については、老朽化する設備の管理を強化し、200t-CO2以下で維持管理している。
　また、2024年度には脱フロン化への更新を計画している。

　今後も再生可能エネルギー利用範囲拡大、廃棄物排出量削減、再利用水造水に取組み、
持続可能な環境負荷低減活動を推進し、新たな技術も取り入れた省エネ活動を活発化させていく。

【取組結果の評価】

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後）

項　目 単位
2021年 2022年 2022年

(実績) (目標) (実績)

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 4,846,565 4,603,632 4,566,246

一般廃棄物排出量 トン 22,800 ― 22,800

エネルギー原単位
対前年比 % 95.9 94.9 104.6

発生抑制量
※食品の製造又は加工 728,019 ― 702,583

再生利用量
※委託肥料化 99,060 ― 50,860

産業廃棄物排出量
(食品廃棄物量等を除く) トン 547,816 543,155 447,198

食品廃棄物発生量

トン

222,850 220,293 159,460

熱回収量
※委託焼却熱回収 123,790 ― 108,600

食品リサイクル率
※自主目標 ％ 98.6% 98.5% 99.4%

0.318

水使用量
㎥ 133,806 132,051 113,306

化学物質使用量の削減
(フロン算定漏洩量) t-CO2 742 800t以下 199

総 括

5．環境活動の取組結果と評価
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１）①二酸化炭素排出量削減（電力消費削減）
×自社目標未達
　　取組結果：2022年度ＣＯ2排出量（電力）削減目標値43.0ｋｇ-CO2／t（原単位）に対して実績は
　　　　　　　　　50.0ｋｇ-CO2／t削減し、達成度86.0％で対前年比自社目標未達成である。

　　　◇電力使用量削減の取り組みとしては、主に下記の項目に取り組んだ。
　　　　①全部署で省エネに関連した改善に取り組み『地道な省エネ活動』を推進。
　　　　②空調機器の高効率設備へ更新。（GHP、吸収冷温水機）
　　　　③カネカ太陽光発電余剰電力自己託送による非化石エネルギーの使用を推進。

　　　　◇今後の取組みとして、
　　　　①継続した機器のムダ運転の低減策を実施し、電力使用量を削減する。
　　　　②新たな省エネ技術（αESG、エコモ等）を取り入れ使用電力削減に取り組む。
　　　　③冷凍機CO2冷媒更新による省電力化。

単位：kWh

272,597362,001353,079

277,193248,897282,644298,360285,971314,690

2022年度

2021年度 337,976308,202286,522266,891 358,483

7月6月5月4月

321,369292,647293,418 240,697265,481281,440278,512295,600323,439

353,287 329,344 301,281

3月2月1月12月11月10月9月8月

283,712 278,291 228,852 275,1782020年度 275,228 298,585 304,821 339,231 273,074

337,181

200,000

230,000

260,000

290,000

320,000

350,000

380,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力（kWh）
2020年度 2021年度 2022年度
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 １）②二酸化炭素排出量削減（都市ガス使用量削減）

×自社目標未達
　　取組結果：2022年度CO2排出量（都市ガス)削減目標値139.2ｋｇ-CO2／t（原単位）に対して実績は
　　　　　　　　　150.4ｋｇ-CO2／t削減でき、達成度92.5％で自社目標未達成である。

　　◇都市ガス削減の取り組みとしては、主に下記の項目に取り組んだ。
　　　　①工場内外を定期巡回にて蒸気洩れ対策（修理、保温取付）を継続実施した。
　　　　②スチームトラップ定期点検実施の継続と、不良スチームトラップ交換実施で蒸気使用量を削減した。
　　　　③バイプロボイラー燃料油安定確保による都市ガス使用量抑制に繋げた。
　　　　④電力、ガス使用バランス調整を行い、コージェネ設備の効率稼働と熱回収の効率化を図った。

　　◇今後の取組みとしては、
　　　　①工場内外の定期巡回による蒸気洩れ対策（修理、保温取付）を継続実施する。
　　　　②工場全てのスチームトラップの管理強化を継続し、蒸気使用量を削減する。(不良更新)
　　　　③バイプロボイラー燃料油の更なる確保に向けた、廃油抽出の新たな方法の検討に取り組む。
　　　　④ガスコージェネ設備の安定稼働による昼間の電力削減と熱回収によりエネルギー効率向上を図る。

単位：㎥

122,598128,444133,144126,967133,469115,727126,4362022年度

144,886135,258142,673137,424147,527124,330137,3312021年度
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２）産業廃棄物排出量削減

○自社目標を達成
　　取組結果：2022年度産業廃棄物排出量削減では、
　　 産業廃棄物が目標値543,155ｋｇ／Ｙに対して実績は447,198ｋｇ／Ｙで達成度121.4%で自社目標を達成した。
　　 食品廃棄物は目標値220,293ｋｇ／Ｙに対して実績は159,460ｋｇ／Ｙで達成度139.7%で自社目標を達成した。

　　◇産業廃棄物削減の取り組みとしては、主に下記の項目に取り組んだ。
　　【産業廃棄物(食品廃棄物量等を除く)】
　　　①冬季排水処理安定化実現による脱水汚泥発生量抑制に繋げた。
　　【食品廃棄物】
　　　②製造工程の歩留UP(AM7)、ミスオペ対策、品質管理強化により不具合発生抑制に繋げた。
　　　③ヨーグルトスケールダウンによる歩留まりUP、廃棄ロス削減に繋げた。　　　

 　 ◇今後の取組みとしては、
　　【産業廃棄物（食品廃棄物量等を除く）】
　　　①排水処理の通年安定化に向けたあるべき姿を排水メーカーと共に協議し更なる安定化に繋げる。
　　　②排水スカム処理効率化、スカム再資源化に取り組み、産業廃棄物削減に取り組む。
　　　③廃プラの分別を強化し、プラ有価値化に取り組む。
　　【食品廃棄物】
　　　④新規設備導入時から、効率的な収率を考慮したプラント設計を行い食品廃棄ロス削減に取り組む。
　　　⑤製造工程の自動化、DX技術を導入し、ミス、異常発生防止による食品廃棄ロス削減に繋げる。
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３）水使用量削減

○自社目標を達成
　　取組結果：2022年度水使用量削減原単位目標値5.23㎥／tに対して実績は4.97㎥／tの原単位減により、
　　　　　　　　 達成度105.2％で自社目標を達成した。

　　◇水使用量削減の取り組みとしては、主に下記の項目に取り組んだ。
　　　  ①冬季排水処理安定化を実現させ、再生水安定造水による水使用量削減に繋げた。
　　　  ②生産ライン洗浄方法、時間の見直しによる使用水を削減した。
　　　　③再生水ろ過膜定期更新による処理能力維持向上に繋げた。

　　◇今後の取組みとしては、
　　　  ①再生水利用範囲拡大を検討し、水使用量削減に繋げる。
　　　  ②製造の洗浄方法、時間見直し取り組み継続による使用水の削減に繋げる。

４）化学物質使用量削減

○800t-CO2以下維持
　　　　①老朽化設する設備の管理を強化し、200t-CO2以下を維持管理している。
　　　　②異常時の早期原因特定と修理による対応を実施。
　　　　③2024年度には脱フロン化の更新を計画中。

5）環境に配慮した製品提供
　　　　①AM7　ピローフィルム余剰ピッチ短縮化を行い、プラ使用量抑制に繋げた。
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  ●違反、訴訟等
　　適用法令等の順守状況

　食品リサイクル法 ・食品循環資源の再生利用等の実施率

・保管基準による廃棄物保管
・マニフェストの管理

　神戸市下水道排除基準に係わる指導等 ・水質基準以下で管理
　に関する要綱

（第一種エネルギー管理指定工場）

　大気汚染防止法 ・ボイラー排ガス排出量

　温対法 ・二酸化炭素排出量

　騒音規制法 ・対象機器の届出書

　振動規制法 ・対象機器の届出書

　フロン排出抑制法 ・フロン使用量と回収量を管理している

　当社に関する環境関連法規等の評価結果、環境法規制の違反・訴訟等の指摘は過去３年間ありませんでした。
  食品リサイクル法の遵守状況についても、基準実施率80%以上を達成しております。

　今後も、コンプライアンスを順守するために関係当局に相談しながらより高いレベルに管理出来る様に
　努力して参ります。

〃 違反なし

〃 違反なし

〃

2023/3/31

　廃棄物処理法 〃

〃

該当する環境関連法規制 順守状況
順守

確認日 評価

〃 違反なし

違反なし

違反なし

違反なし

違反なし

〃 違反なし

　エネルギー使用合理化法
・使用量、使用状況、設備状況等の管理

〃 違反なし

６．環境関連法規への違反、訴訟等の有無
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　[周囲の変化の状況]

　[環境経営システムの各要素]

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　　八木　周三

代表者による全体の評価と見直し
＊２０２２年度の環境方針は、前年度に引き続き、具体化した
安全･安心を基軸とする安定した工場運営を目指した。

Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減及びユーティリティー削減

①二酸化炭素排出量は、対前年比5.8%削減となり良好な結果である。
　一方で、省エネ法対前年エネルギー原単位1.0%以上削減目標は、生産量対前年比
　10%減産による影響を受け8.6%悪化し未達成となった。

②ユーティリティ水使用量は、排水処理安定化による再生水設備安定稼働によって、
　　対前年比20,500㎥/年の大幅削減となった。

Ⅱ．産業廃棄物の削減

産業廃棄物発生量は1,000t/年以下を継続達成している。

①産業廃棄物排出量（食品廃棄物等を除く）削減に於いては、1年を通して排水処理
工程が
安定したことで汚泥発生量の大幅抑制に繋がった。
今後、排水汚泥減容化、有価値化に向けた新たな取組みをメーカーと進めること。

②食品廃棄物に於いては、工程不具合、ミスオペ減少による不適合品発生が抑制さ
れた。
また、歩留り改善の継続取組みによって、食品廃棄物発生量削減に繋げた事が評価
できる。
   又、基準実施率80%以上維持向上を確認した。

Ⅲ．その他

エネルギー高騰でカネカも省エネにフォーカスしており、エネルギー使用量削減の
新たな技術の情報入手や、省エネ案件発掘により、エコ、社会貢献に取り組むこと。

　[問題点の是正処置 ＊特に問題はない。

＊周辺住民等からの苦情は１件もない。又、環境関連法規制等の動向も
　 問題は発生していない。

＊環境安全衛生委員会を決議機関として、全従業員が環境改善活動に
　 参画している事を実感する活動とする。

　[環境方針]

　[環境目標・活動計画]

７．代表者による全体評価と見直しの結果
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  ●環境保全活動

      近隣地域の美化活動に努めています。

　       地域貢献の一環として工場周辺道路等の清掃（散乱ごみの回収及び除草）を１回／年行い

８．その他の取組み（環境保全活動）

工場外の雑草除去

工場外周辺の掃除

工場外の掃除（缶、ペットボトル等回収）
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